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北太平洋，天皇海山周辺海域に分布するビンナガ釣川≠掴

AJαJ≠九gα（β0†川α　reγγβ）とサンマ　Coγ0γα吊8

gα壱γαの捕食者・被食者関係

二　平　　　章

Predator－PreYlnteraction Between Albacore TunnzLS jUaIunga

（BonTlaierrc）and Pacific Saury Cororabis Soira，

in the Area of Emperor Seamount Chain

in the North Western Paci†ic Ocean．

AkiraⅣ川I餌

Abstract

This reportsis t，he results of the observations on the stomach conte■

TltS Of163albacores，Caughtin the area of emperor seamount chainiIl the

northwestern pacific ocean，during the period from August t．o Septemberin

1980，1981．The results obtained are suTTmarized as follows：

1．The small－Sized albacores（FL．52－57cm）caughtin1980preyed on sardine．

euphausia．and squid．Thelarge one（FL．78－92cm），Sardine．saury，Squid．

octpus andlanternfish．

Z The albacoresin1981preyed on saury，Squid andlanternfish．

a Thelargest，aLnOunt Of the stomach contents observed vasl・92％of the body

weight of the albacore．

4The saury were frequently found outin the stolnaCh of the albacore caug－

htin the period from five to six o’clock and from thirteeTl t．O fifteen

o’clockin t，he standard time ofJapan more than the another period．

51t seemed t，hat the albacore preyed on the sauryin each sea area of suba－

rctic．　t，ranSitional and subtropical regions，its predator－prey’s

relationship const，ruCted on the difference of the fish si2．e and the

dist，ribution by these age and growth stage．

Key YOrds：ALBACORE，SAURY，PRET）ATOR PfiEYINTEIくACTION，ST（皿ACH CONTENTS
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は　じ　め　に

ビンナガr〟〝乃〟∫　β／βJび乃g（7（β0〃M rg一

月月旦）は．世界の熱帯から温帯にかけて広く分布

する魚であり，はえ縄や竿釣漁業の重要な対象資源

となっている。

ビンナガについては．これまで移動，回遊，成長，

漁場形成機構等について数多くの研究がなされ，そ

の資源生態が次第に明らかにされてきた。　摂餌生

態・胃内容物については，これまで薮田1），井上2ミ

川崎3），川崎・浅野4），浅野5），尾崎6），水産庁研

究開発部7），小坂・林8）らの報告等があるが，天皇

海山周辺海域におけるビンナガとサンマの被捕食関

係についてふれられた報告はない。このたび1980

年と1％1年の2ヶ年にわたって，ビンナガの胃内

容物を調査する機会を得，ビンナガの摂餌生態につ

いて若干の知見を得たので報告する。

方　　　　　法

材料は1潟0年と1981年の8月から9月にかけて

実施した調査船水戸丸（262トン）による天皇海

山周辺ビンナガ漁場開発調査の際，漁獲物より

採集した。1980年には竿釣りによって漁獲された

魚体より58個体，1981年には曳縄による漁獲魚よ

り105個体の胃を採集した。胃は船上にて開腹採集

したのち，約－40℃の船内冷凍室にて凍結保存し，

帰港後，実験室にて胃内容物の検査に供した。胃内

容物は，総重量及び，検出された生物の個体数と重

量を測定した。

結　　　　果

2ヶ年の標本採集年月日，採集位置，表面水温，

標本魚体，標本数をTablelに示した。2ヶ年と

もほぼ同様な調査海域である。

「駿に秋期，黒潮続流域から天皇海山周辺漁場に

かけて分布するビンナガは，50，60，70・80cm

台の各体長モード群が出現する9）。しかし．今回の

調査において採集されたビンナガの体長は，1蝕0年

には主に50cm台と80，90cm台であり，1981年には

80．90C催台である（Figl，2）。

Table2に胃内容物調査結果を示した。表中の

数字は被食生物が出現した胃の数を示してある。

1980年の採集個体のうち小型魚（体長52－57cm）

では調査胃11個体のうち．マイワシが6（55％），

オキアミが3（27％），イカ類が2個体（18％）

の胃から出現した。大型魚（体長78～92cm）では．

調査胃47個体のうち，マイワシおよびサンマがそ

れぞれ10（23％），イカ類が6（14％），タコ

粗，ハダカイワシがそれぞれ3個体（7％）の胃か

ら出現した。1粥1年に採集した105個体の胃内容

物としては，サンマが32（41渚），ついでイカ類

が9（12％），さらにハダカイワシが5（6渚），

タコ頬，キンメダィ，ミズウオダマン，端榔頬がそ

れぞれ3，3，2，2個体の胃から出現した。

次に，胃内容物重量をビンナガのサイズ別に整理

し，Table3，4に示した。調査個体数が少ない

ので，魚体長と胃内容物重量との関係10）等について

は検討できなかった。最も胃内容物重量が多かった

のは1980年の採集個体（体長85cm，体重13．1kダ）

で胃内容物事量は261．5g，胃内容重量／休重は

1．92％であった。ビンナガのサンマに対する捕食

活動の日周性を検討するため，1981年の標本のう

ちサンマを捕食していた標本および空胃の標本の時

間別の出現頻度を整理した（Fig．3）。このうち

「サンマ出現胃」に区分される胃は明らかに捕食直

後と認められる個体が出現した胃とし，「サンマ消

化物出現冒」はサンマと認められるが消化が進ん

で，頭蓋骨および背椎骨等が露出しているものとし

た。また「魚類消化物出現胃」は，消化がかなり進

んで肉片・骨片のみとなっているが，背椎骨の形状

からサンマの消化物であろうと判断された胃として

区分した。時間は日本標準時で示したので，調査海

域での時間は実際には約2時間半程度遅れることに

なる。調査は日出から日没まで行なったが，4時～

5時，11時～12時の間に数十分間海洋観測のため
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Tablcl．　r）ate andlocation of sanpling statior）

Fish size

Date Location Wa等蒜mp’Le雪鵠angeWeig畳ange等慧ご
Sep．2，1980

Sep，8，1980

Sep．9，1980

Sep，10，1980

Sep．11，1980

Sep．16，1980

Sep．20，1980

Aug．31，1981

Sep．2，1981

Sep．3，1981

Sep．4，1981

Sep．5，1981

Sep．6，1981

Sep．7，1981

Sep．8，1981

Sep．9．1981

Sep．10，1981

Sep．11，1981

Sep．12，1981

Sep．13，1981

Sep．14，1981

Sep．15，1981

Sep．16，1981

Sep．17，1981

Sep．18，1981

Sep．20，1981

40049′～　41054′

ユ79002′～179058′

41018′～　41028′

176029′～176046′

41020′～　41029′

176030′～176047′

41012′～　41027′

176021′～1760亜′

40044′～　41050′

176057′～178008′

41014′～　42011′

173001′～173008′

41011′N O　ノ

159055′E

N
E
 
N
E
 
N
E
 
N
E
 
N
E
 
N
E
 
N

42024′～　42029′　N

169026′～169042′　E

42053′N

170049′E

42044′～　43015′

173026′～173054′

42047′～　43015′

172050′～ユ73032′

42006′～　42044′

172D25′～172042′

42009′～　42011′

172043′～173024′

41003′～　41024′

175027′～175043′

41013′・－　41018′

175044′～175D46′

41012′～　41022′

175035′～175044′

41042′～　41051′

176058′～177D28′

41051′～　42008′

176058′～177Dol′

41049′N

176018′E

41032′～　41046′

175037′～176043′

41019′～　41022′

174040′～174047′

41021′～　41041′

172029′一一172042′

41022′～　41026′

172002′～172055′

42000′一一　42039′

169048′～170000′

42005′～　42018′

169031′・｝169059′

42009′一一　42016′

169016′～169030′

N
E
 
N
E
 
N
E
 
N
E
 
N
E
 
N
E
 
N
E
 
N
E
 
N
E

N
E
 
N
E
 
N
E
 
N
E
 
N
E
 
N
E
 
N
E

18．2～18．5　　　52～90

17．9一一18．6　　　53・｝87

17．9－18．7　　　81一一93

ユ8．0、一18．7　　　54～93

16．5一一18．6　　　81～92

17．0′、ノ17．1　　　82～83

2．75～14．8

2．8～13．0

ユ1．0～15．8

3．3、15．0

10．6～16．2

11．4～11．8

17．8　　　　　53～57　　　2．8一一　3．5

19．6一一20．0　　81．4、86．0　11．5～12．5

18．1　　　　　83．4　　　　　12．4

17．0～ユ83　　78．0～89．0　10．0～13．け

17．5－18．5　　80．3～93，0　10．7～17．0

17．4～19．6　　81．0－96．4　10．5－19．0

ユ7．5～ユ7．8　　81．0～90．0　11．0～15．け

18．9～19．3　　83．2－93．0　12．1～17．5

】8．9　　　　87．0～94．0　14．5、16．5

ユ8．1～18．3　　83．8～91．0　10．9～16．0

18．4～18．8　　83．0－94．4　11．6－17．0

18．4～18．7　　81．0～93．0　10．5－15．5

18．2　　　　　　86．0　　　　　13．3

18．3～18．7　　82．0－94．0　10．6～17．0

18．5～19．2　　83．5－92．0　13．2～16．8

17．4一一18．9　　76．2～93．7　10．8～17．8

17．2－18．5　　80．0～93．8　　9．4～17．8

18．9－19．7　　79．6～83．0　10．0－11．4

18．9～19．4　　83．6～88．0　12．5～13．4

18．2～18．6　　83．0－86．0　11．5～13．0
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Fig．1．Forklengthcompositionoralbacore Fig・2・Forklengthcompositionofalbacore

examined on stomach conLents，C：lUght by oxalnir．ed on sLoma（：flCM山，nLs．cnLJ油L hy

Mitormaruin the nOrLhwesLern paciric MiL0－maruin ulO nOrLllWCSLern paciric

ocean rron＾岬uSt t．OSopLcmbcr1980．　　　　0CeanOn September1981・

Table2．Stomach contents of albacorp caughtin the northwestern pacific

ocean from＾ugl】St t，O SepLember．

1980　　　　　　　　　1981

StOmaCh contents　　　　（孟七7m）（品玉2m）（品玉4m）
Crustaca

／合
Amphipoda

Euphausiacea

Cephalopoda Decapoda

Octopoda

Pisces Clupeidae
Sardinops melanosticta

Myctophidae
Tarletonbeania

Anotopte臣dae
卜

Sccombresocidae
Cololabis saira

Berycldae

The others

Fragment

Empty

6

3

10

3

占

10　　　　　　　　32

1
　
　
6
　
　
4

Total



Table3・WeighL of stomach co，ltenLs ora＝）aCOre SamPLedin1980．

Weight of
StOmaCh contents

＼▼・、

F．L．
50－60　70▼79

80－89　　　　　　　　　　　90－99〔m

male female total male female

Empty

0　－　19　　　　　　　5

20　－　29　　　　　　2　　　1

30－　59

60　－　79

80－　99

100　－119

120　－139

140　－159

160－179

180　－199

200－　219

2

　

　

1

　

　

3

　

　

ウ

J

220　－　239

3
　
　
R
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4
　
　
4
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Tab】e4・Weightofstomachcontentsofalbacoresampledin1981．

Weight of
StOmaCh contents

、1∴

釦－89　　　　　　　　　　　90－99cm

ma】e female total male female total

Empty　　　　　　ユ

0　－　19　　　　　　　3

20　－　39

40　－　59

60　－　79

80　－　99

100　－119　　　　　　1

】20　－】39

140　－159

160　－179

180　－199

1
　
　
4
　
　
2
　
　
2
　
　
1
　
　
－
1
　
　
1
　
　
4

【

U

 

O

　

　

4

　

　

2

　

　

3

　

　

4

　

　

3

　

　

2

　

　

1

▲

　

　

l

】
　
　
4
　
　
6
　
　
d
．
　
4
　
　
5
　
　
4
　
　
C
U
 
l
1
　
　
2
　
　
2

2

　

　

2

4　　　　1　　　　5

6　　　　4　　　　日）

1　　　　2　　　　　3

ユ　　　　　1

7
　
　
7
　
　
6
　
　
7
　
　
4
　
　
5
　
　
5
　
　
7
　
　
1
　
　
4
　
　
2

2

　

　

3

Tota1　　　　　　5　　　　39 8　　　　21
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Fig．3．Frequency of appearance or some

sLomach cont．ents or all）aeOrrゝ．

船を停止した外は連続して，曳縄による調査を実施

した。1時間あたり採集胃数は最高で13個体，最

低で2個体である。「サンマ出現冒」は3～14時

の問に認められたが，とくに5－6時，‖～12時，

13～15時の時間帯に高い出現率を示した。

「サンマ消化物出現胃」は5～16時の間に認め

られ，「サンマ出現胃」よりは1～2時間全体的に

遅れながら，毎時間帯に平均的に出現した。「魚類

消化物出現胃」は4～16時までどの時間帯にもま

んべんなく認められた。「空胃」は2～16時の範

田で出現したが，他と比較して4時以前の出現率が

高い傾向を示した。

サンマの捕食数については2ヶ年問の合計で，捕

食数が1尾のもの21個体，2尾捕食していたもの

12個体．3尾のもの2個体であった（Table5）。

Table　5　Number of sauryin stomach contents

or albacore．

Number

Of saury
聖9 翌9 aOT

1

2

3

Total

5
　
　
1
1
　
　
2
　
　
8

1
　
　
2
　
　
2
　
　
5

2
　
　
1
　
　
　
　
　
3

3尾捕食していたもの2個体は，どちらも「サンマ

消化物出現胃」に分類されたもので，胃内賽物重量

は187．5才（ビンナガF，L＝83．4cm）と123．0g

（ビンナガF．L三86．5cm）であった。

さらに，小型魚（F．L　50cm）から大型魚まで漁

逢された1980年調査次について，サンマを捕食し

ていたビンナガの体長をみると小型魚にはサンマ捕

食魚はみられず，すべて体長80cm以上のビンナガ

大型魚のみが，サンマを捕食していた（Fig4）。

Fork Length（cm）

Fig．4．Forklength of albacore preyed on

saury（part or obliqueline）．caught

by Mit，0－marurrOm　＾ugust to Septenber

1980．

考　　　　察

これまでの報告によれば，薮田1）は小笠原近海の

ビンナガの胃17個体を調査し，「食餌は羊として

甲殻類」非常に小さい頭足類が主であり，Plank－

ton feeder　の性格が強いとし，井上2）はユ1月

130－－



から3月の冬季ビンナガはサンマ，イカの他，主に

Copepoda　等の動物性プランクトン類を多く捕食

していると述べている。

また，川崎3）は12月中旬から翌2月下旬にかけ

て5・8～10．3k夕，49～75cmのビンナガ160尾の胃

内容物を調査した結果から，ビンナガでは胃内出現

率が50％以上のものは甲殻類だけで，魚類，尾索

類，頭足類は総て50％以下であるとしている。

さらに，川崎・浅野4）は6～7月の時期31～380N

142～1500E，2～13kgのビンナガ63尾を調査

し，カツオでは魚類と頗定額（イカ類）が大部分で

あるが，ビンナガでは甲殻類がかなり出現している

と述べている。

浅野5）は，三陸，道東沖で8～9月に漁獲された

25へ一40冊のビンナガ16個体の胃内容調査結果か

ら出現率は，カタクチイワシ72．7％，甲殻叛54．5

％，頭足類（イカ）が45．5％であったとし，甲殻類で

はオキアミ頓が一番多く出現したと述べている。

尾崎6）は，ユ976年5月から12月にはえ縄・竿釣

によって300N～400N，1390E～17lOEの広範

囲な海域にわたって漁獲された657尾の胃内容物を

調査し，北西太平洋の北部では，サバ，イワシ，サ

ンマ，南部ではサノ㍉　イカ類が重要餌生物になって

おり，端脚類は垂量的にみて魚類，イカ類程重要餌

生物とは考えられないと記している。

また，小坂・林8）は1971年5月常磐海域沖合に

おいて曳縄によって漁獲された48～84cmのビンナ

ガ114尾の胃内容物の出現率を記載しているが，そ

れによるとカタクチイワシが64．8％，サンマが46．3

％，イカ短が16．7％，サバが14．8％であったとし

ている。

水産庁開発部7）は1978年5月に340N，148～

152DEで，頗揮丸によって漁獲されたビンナガ60

尾の胃内容物について調査結果を示している。出現

魚類としては，マサバ，マイワシ，サンマ，魚類以

外では，端脚類，イカ類，腹足類をあげている。と

くにマサバは50％以上の胃内容物に出現している

ことから，夏季芋釣りビンナガの主要餌料になって

いる可能性が強いとしている（Table6）。

以上のように薮田1），川崎3）．川崎・浅野4），残

Table6・Stomach contents of albacorein the past reports．

Aulh NumbcT　♪1tshlTl只t】me l一ヒnglh Welgh－　1ノOCa】呵　　　　　　S仙Ⅰ－aCh川口tCntS

（cn）　　tb）

YARL】TA（153）　　　　　17　Fet）－Apr　－950　　　　　－　Ogasawaa　　　　〔rⅧarea，Lepha】叩口da

lNOUE日958）　　　　　　　　Nov－hIar　　　　　　　　　　25N－40N・130E－1射E C■貌■ra・DmPOda■CL）Pepnda
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野5）は主要餌料として甲殻頬と頭足類をあげ，井

上2）はサンマ・イカ，小坂・林8）はカタクチイワシ，

サンマ，イカ，サ／ヾ，水産庁開発部7）はサバ，マイ

ワシ，サンマをあげている。最も多い個体数の調査
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をした尾崎6）の結果では，他の報告に比較してサバ

の出現が顕著である。

このように，各報告では必ずしも餌料生物が一致

していないが，これはそれぞれの調査年代，調査月，



調査魚体，調査海域が異なることによって生じた結

果であるとみて良いであろう。つまり，それぞれの

結果は，時空間的に移りかわるビンナガの摂餌生態

の一断面をとらえたものとみるのが妥当であろう。

つぎに1980年に胃内容物として出現したマイワ

シであるが，消化度やマイワシのサイズから判断し

て調査船が用いたまき餌であろうと思われた。そこ

で1981年には餌を投げる前に曳縄によって漁獲さ

れたビンナガのみを標本魚として胃袋を採集したが，

それらの胃内容物にはマイワシが出現しなかった。

天皇海山」周辺海域において流し刺網を用いて漁獲

試験を行なった北海道大学水産学部調査船北星丸の

資料10）によれば天皇海山周辺海域においてもマイワ

シが分布することが知られている。この笥料に記載

されたサンマ・マイワシ・ビンナガの漁獲水温（表

面水温）はサンマが8．4～20．7℃，マイワシは13．3

～15．9℃，ビンナガは16．5～2017ccである。この

漁獲水温値から推察すると，天皇海山周辺海域でも

マイワシはビンナガの食物として利用されている

可能性は充分あるといえる。ただし今回，胃内容物

に天然マイワシが出現しなかったことについては筆

者らの調査域が北星丸の調査におけるマイワシの分

布水温帯よりもかなり高水温域寄りであったためで

あろうと考えられる。

サンマの出現胃数が5～6時，13－15時に多か

ったこと，空胃の個体が4時以前に高い出現率を示

していることなどからみると，ビンナガのサンマに

対する捕食活動はH出とともに3時頃に活発な時間

帯があり，さらにH没前の13～】5時頃再び活発に

捕食しているものと推察される。

このように朝夕2L司活発な摂食活動があるとの推

定は，曳縄での採捕数が3～6時と12～15時の時

間帯に多い傾向がみられることからも指摘すること

ができる。

つぎに今回の結果から飽食量について推定すると，

結果の項で述べたように胃内容重量／体重の最も大

きい値を示した魚で1．92％であった。この魚の胃の

充満状態からみて，この2倍までは胃内に餌料をと

り込むことは考えにくいので，ビンナガの場合最大飽

食量は胃内容量／体重で3％以下であろうと推察される。

次にビンナガとサンマとのpredator－Preyの関

係について少し述べてみたい。1980年の調査次に

大型魚のみがサンマを捕食していたと同様な例は

1979年7月の新宮奴丸の調査においても確認され

ている（Fig5）。

○／。
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70

Fig．5．　Forklength of albacore preyed on

saury（part of obliqueline）．cauかt

by SinTniyaF＊maruinJuly1979．

つまり，1979年7月9日に北緯38度，西経179

度付近で採集されたビンナガ20尾のうち体長68仇

と72C取の2尾にのみ胃内容物として小サンマが確

認され，60，（珊以下のビンナガには胃内容物として

サンマはみいだされていない。新宮城丸の資料から

はサンマの大きさは明らかではないが，今回の調査

結果にみられたサンマの大きさをみると（App，

Tablel，2），体長で30珊前後のものが人半を占

め，生殖腺重量も雌で0．5～3．43gと生殖腺は比較

的発達していることがわかる。

安間ら12）は夏季における中央太平洋のサンマの分



＾pp・Tablel・TheIist or sa”r・Y rO”ndin thc stomcIICOnteJILs or

albacore（1980）．

Date Location

ユ980　　　　Lat（N）　　Long（E）

Sep．2　　　　400－49′

Sep．10　　　　41－21

Sep．11　　　41－03

Sep．11　　　41－14

1790－　02′

176　－　32

178－　08

177　－　28
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App．Table2．　Thelist．Or saury foundin tlle StOmaCh corltCnt，S Or

albacore（1981）．

Date Location

1981　　Lat（N）　Long（E）
W．T．ドu はⅥB輌LF G．W．　　　Sex

l Atlg．31　42⊂」24／

2

3　　Sep．6　　42－10

4　　Sep．6　　42－09

5　　Sep．7　　41－24

6　　　　　　　　　41－10

7

8

9　　Sep．8　　41－13

10　　Sep．9　　41－18

11　Sep．10　　41－50

12　　Sep．13　　41－35

13　　Sep．13　　41－32

14　　Sep．15　　41－36

】5

】6　　　　　　　　　41－24

17　　Sep．】6　　41－24

18　　　　　　　　　41－26

】9

20　　Sep．17　　42－37

21　Sep．18　　42－06

169⊂」26′

】72－　43

173－　24

】75－　27

175－　36

】75　－46

175－42

177－00

175－　40

175－　37

172－　31

172－40

172－　55

】72－38

日）9－51

169－　58

22　　　　　　　　　42－11　　169－3ユ

23　　Sep．20　　42－16　　166－30
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布調査を実施し，その結果をふまえて「中央太平洋

北部は，海洋構造および循環の特性から亜寒帯と移

行等（混合水域）の領域（Domain）および亜熱帯

水系に分けられ，（中略），亜熱帯水系に親魚と仔

魚がおり，再生産の場として，また，移行帯から亜

寒帯領域は，稚魚，幼魚，末成魚および成魚が成育

場，索餌場として利用している。」と述べている。

このことからみると，今回の調査において胃内容物

として出現したサンマは亜熱帯水系に分布する成魚

群であると考えられ，稚魚・幼魚・未成魚などはさ

らに高緯度の移行帯，亜寒帯領域に分布していると

思われる。海洋水産資源開発センター13）によれば，

ビンナガは表面水温で12－13℃の水帯にまで入り

こむことが明らかである（Fig6）。これらのこと

から，ビンナガとサンマの分布の重なりあいは亜熱

帯水系ばかりでなく，移行帯から亜寒帯領域付近に

かけて広くおこっているとみて良い。しかも今回の

水戸丸による調査（1980年）において，漁獲された

ビンナガの体長を調べると，小型ビンナガが亜熱帯

水系から亜寒帯領域付近まで広く分布・漁獲された

詩　○－
20

Wat，er Temperature FC）

Fig．6．ReLationship belween surrace v．aLCr LcmpcraLure

nlld caLclllX汀IlllL elllPrt（川はIbJ。0川（：ルーRllt by

tlle uSe Or drlrL neLinl．llC】lUrl．hestern paclric

。CCan r一・。mJl．nel978し0、1anuary197g．（Described

wiht data orJaPn marine Fjshpry Resource Research

Center198tL）

のに対し，大型ビンナガは相対的に亜熱帯水系寄り

に高い密度で分布していた。このことは「魚体の小

さいものはど生活適温は低く，魚体の大きいもの程

生活適温が高い」という井上2）の記述とも一致する。

以上のことから，ビンナガとサンマとの間におけ

るPredator－preyの関係は，亜寒帯領域，移行帯・

亜熱帯水系の各水域でビンナガの年齢による魚休サ

イズとサンマの発育段階別魚群によって異なった組

合せが生じていることが想定される（Fig7）。今

SUBARCTIC
DOMAIN

SUBARCTIC
BOUNDARY

TRANSITEONAL

DOMAlN

POLAR FRONT

SUBTROPLCAL

MODE VVATER

＝こ≡≧：閻≡二・≡…：・攣二

Ll」 LULU　uU　　LU

〔⊂望∈ヒ萱喜∃
釣望

S A U R Y A LBA C O RE

Fig．7．ReLatin【1Sllip bptween tl－r－disL「ibt山（〉‖

Ur albacol、e alld sauI・yi【l tllellD「Ll仙（）SLem

PaCiri（こ0（、ean．

回の調査では，小型ビンナガの胃内容物について充

分な調査ができなかったが，小型ビンナガは夏秋期

においてもサンマの稚魚，幼魚，未成魚と分布域を

同じくすると想定されることから，それらを捕食す

る可能性は充分あると考えられる。先に述べたよう

に大型魚のみがサンマを捕食していた今回の調杏結

果は，亜熱帯水系に分布した／卜型ビンナガのサンマ

成魚に対する餌料としてのSize preferenceの結

果であると考えられる。

いずれにしても，今後ビンナガとサンマとのpre－

dator－Preyの関係を明らかにするためには・春季

134－



に黒潮前線坂から北上分派内における両種の分布調

査を実施するとともに，夏・秋期における移行帯か

ら亜寒帯領域にかけてのサンマの分布調査とビンナ

ガの胃内容物調査を継続的に実施していく必要があ

る。被捕食関係をとりむすぶ二極の移動分散，集合，

成長，発育という生物過程のdynamics　が海洋構

造の時空間的変化という，海洋過程のdynamics

の舞台の上でどのように展開されているのかをさぐ

る課題は生物と環境，生物と生物との関係を論じる

上で，きわめて興味深い課題である。本報告では充

分な検討はできなかったが，亜熱帯水系から亜寒帯

領域に分布する。ビンナガとサンマとの被捕食関係

は，これらの課題を考える上で好適な材料の一つで

あると思われる。
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要　　　　約

11980年，1981年の8月から9月にかけ主に

天皇海山周辺漁場において試験船水戸丸によって採

集されたビンナガマグロ合計163尾の胃内容物の調

査結果である。

2　胃内容物出現率は1980年の小型魚ではマイ

ワシが55％，オキアミが27％，イカ類が18％，

大型魚ではマイワシおよびサンマがそれぞれ23％，

イカ類が14％，タコ類，ハダカイワシが共に7％

であった。1981年の採集魚ではサンマが41％，イ

カ規がユ2％，ハダカイワシが6％の出現率を示し

た。

3　胃内容物重量が最も多かった魚では，胃内容

135一

重量／体重は1．92％であった。

4　1981年の調査結果からサンマ，サンマ消化

物，魚類消化物の出現胃および空胃について時間別

の出現頻度を整理した。その結果，サンマの出現胃

数は日本標準時で5－6時．13－15時に多く，空

胃は4時以前に高い出現率を示した。このことから，

ビンナガのサンマに対する捕食活動はH出とともに

3時頃より活発化し．日没前のユ3～15時頃再び活

発に捕食すると推察された。

5　ビンナガの分布とサンマの分布に関する知見

からビンナガとサンマの間におけるpredator－Prey

の関係は亜寒帯領域，移行帯，亜熱帯水系の各水域

で，ビンナガの各年齢群とサンマの各発育段階期の

魚との問で異なった組合わせで生じていると推定し

た。そして今回1981年の詞茶時におけるサンマの

捕食は，これらのうち亜熱帯水系に分布したサンマ

成魚とビンナガ群との間での関係であり，それより

北の亜寒帯水域寄りでも広く，ビンナガによるサン

マの捕食がおこっている可能性があることを示唆し

た。
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